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て 植被度 草丈 収量などについては +m,のコドラト
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ツジの雌雄 +*頭ずつ計 2*頭の +年間の体重の変化を +
ヶ月ごとに調査した 体重の測定方法は筆者らが 2月に現
地に出向き 写真 +に示したように マクしたヤギとヒ
ツジを +頭ずつ抱き上げヘルスメタ上で体重値を読み
取った 3月以降 +年間の調査は各 .農家に依頼し その
数値は次年度の再訪時に回収整理した




であるかを知るために 写真 - .に示した 一般的に実施
されている視力検査法であるランドルト環表 本調査では





ガイ地域 +,/** m,,*** mの純草原 ヘルタイ地
域 並びに最も低地にある砂漠性草原 ゴビ地域 の -区
分されている/ 本調査地はこれらの区分の中で純草原地
域にあたり モンゴルで /畜と言うウシ ウマ ラクダ











先ず 純草原地において -地域を選び これらの放牧地
一般的に自由な放牧ができる草原と採草地 各地区で指



























産重量の関係を見ると Y3-.2,,3X r*.11 /


















コウ タンポポ センブリ アザミ ヨモギ ハハコグサ




















表 + 年次別の -地域における放牧地と採草地の植生状態
写真 . このような +*歳代の子供の視力も測定した
表 , ダルハンおよびハラホリンで利用されている
飼料草の粗蛋白質と繊維成分の差異 DM












廃をより大きくしているように見える このことは 表 -
に示したように ダルハン ハラホリンで調査した各農家
の家畜飼養状況にかなりの差異が見られることでも明らか










また ハラホリンの ,農家においても冬季の斃死が約 -割
あったが 残る家畜で調査は翌年の 2月まで体重の測定を
継続した その結果はハラホリン平地農家の状況について
図 +に示した 両家畜の雌雄とも +*月に入ると外気温が
氷点下になり 放牧地の飼料草の生育停止で草量不足から
体重減が始まり 零下 ,*-*が続き 積雪が多い ,-
月には約 +*kgも減少した さらに 両家畜の雌は /月ま











一方 図 ,はハラホリン山麓地 凹地 におけるメンヨ
ウとヤギの体重の推移を示したものである 両家畜とも体
重の減少は平地のものより少なく 体重の重いメンヨウが








図 + ハラホリン平地のヒツジとヤギの +年間における体重の推移




ンゴル特有の夏季に起こるガン 旱魃 冬季のゾド 雪







状況を示した これは ,***年におけるモンゴルの冬季 0
ヶ月間の状況を +*年前に発生したゾドと比較したもので
ある +323年のゾドは弱かったものの Arkhangai, Gobi-
Altai, Uvsなどの地域ではそれぞれ +/,***頭以上の家畜
が斃死しており 全地域では合計 ,0万頭以上になってい


























先ず 男性では /*歳代から 0*歳代までの /人の視力
は いずれも -m離れて +.,以上あり 0-歳の一人は /m
図 , ハラホリン山麓地のヒツジとヤギの +年間における体重の推移
注 n調査頭数
表 . モンゴルの冬期 0ヶ月間における成畜斃死頭数
表 / モンゴルの家畜頭数と遊牧民の推移1
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離れて +.*の視力があった +.歳から -,歳まで .人の若
者は / mで +./の値を読み取る驚異的な視力を有してい
た +*歳以下の少年は検査の表示の仕方に難があり 正確
さが若干欠けたものの それでも -mで +.,,.*の視力で
あった 一方 女性では .2歳から 0/歳までの視力は -m
で *.1+.,であり男性と比較してやや劣っていたが一人







う また 本をよく読み テレビを見る機会が多く パソ
コン操作もあって 常時眼に負担をかけている大学の教職










る 放牧家畜の監視の際に 視力が弱く 監視が不十分で
他の遊牧家畜の群れに混入した場合は これを分離するた
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The Present Situation of Grassland Use
and Livestock Production byMongolian Country Nomads
By
Tadashi OTANI*, Aya YATAGAI** and B. LUVSANSHARAV***
(Received May ,*, ,**./Accepted September +1, ,**.)
Summary : The site of investigation is the northern region and an area in the eastern part .**km from
Ulaanbaatar. Grassland growth, livestock productivity and the way of grazing of Mongolian nomads
in recent years were researched. It was found that former nomads acceded in the traditional way in
empirical control of the grazing livestock. Excellent eyesight and treatment enabled continuing
stable livestock production without overgrazing because of the free grazing use. However, the
conversion to a market economic structure caused grazing capacity to decline. Also, the winter season
of 0 months to 1 months caused reduced weight of breeding livestock and death of a lot of livestock
with a lot of damage from drought and snow.
Therefore, silage preparation by wheat straw, the proper use of reserve grassland by hay making
together with the development of infrastructure road service and communications seem to be
necessary in order to secure feed in the winter season.
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